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※住所、電話番号の変更、同居家族の変更等

の場合はお知らせ下さい。 

組合員数  ４９６0 人（2 月末現在） 

４月から介護報酬の改定となります。医療は６月から改定 

 

４月のご案内 
●法律相談（予約制です） 
 １６日（火）午後６時～８時 
●絵手紙サークル 
１８日(木)午前１０時～１２時 

●駅頭宣伝「憲法と医療」近鉄久津川駅 
１９日（金）午後５時３０分～６時３０分 

●健康体操教室  ２部制です。 
 ２０日(土)午前９時～・１１時～  
 事前予約制 申し込みは受付へ 
●第２６回やましろ健康まつり 
 ２１日(日)午前１０時～午後３時 
●ニュース発送作業 
 ２４日(水) 午前９時～ 

 

4/21(日)開催予定 
今年は、感染対策を実施し、 

模擬店も出店 
※バザーは実施しません 



 

 

                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   ４月より診療体制が変更いたします。ご確認お願い

します。 

 

 

８ 

 

 

ク
イ
ズ
の
答
え
と
い
っ
し
ょ
に

い
た
だ
い
た
お
便
り
は
「
声
」
欄
で

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ご
了
解
下
さ
い
。 

 

応
募
の
き
ま
り 

●
ハ
ガ
キ
に
ま
ち
が
い
７
ケ
所
を

書
い
て
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
記
入
の
上
、
送
付
し
て
下
さ
い
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
持
参
で
も
結
構
で
す
。 

●
正
解
者
の
う
ち
抽
選
で
５
人
の

方
に
ク
オ
カ
ー
ド
を
進
呈
し
ま
す
。

当
選
者
の
お
名
前
は
ニ
ュ
ー
ス
で

紹
介
し
ま
す
。 

●
締
切
り 

４
月
10
日 

前
回
の
当
選
者(

敬
称
略) 

 

前
回
の
正
解
は…

「
右
上
の
花
」

「
左
の
ぼ
ん
ぼ
り
」
「
雛
人
形
の
着

物
の
柄
」「
左
の
雛
あ
ら
れ
台
」「
左

の
子
の
口
」「
飲
み
物
の
ス
ト
ロ
ー
」

「
右
の
子
の
足
」
の
７
ケ
所
で
し

た
。 応

募

数

２６

人

・

正

解

は

２４ 
 

 

人
で
し
た
。
抽
選
の
結
果
、
次
の
方

が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。 

松
田 

守 
 
 
(

城 

陽 

市) 

今
西 

静
生 

 
(

城 

陽 

市) 

小
畠 

民
也 

 
(

宇 

治 

市) 

堀
田 

捷
利 

 
(

宇 

治 

市) 

大
畑 

輝
子 

 
(

城 

陽 

市) 

お
楽
し
み 

健
康
ク
イ
ズ 

★あさくら診療所 医師体制表 
午前の診察は ９時～１２時 

夜の診察は  6 時～8 時 

電話 ０７７４-４６-５１５１ 

 

絵
や
線
の
濃
淡
は
含
み
ま
せ
ん 

７
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あさくら診療所は月・水・木の午前診療・倉田外来は予約制です。土曜日は、1・3 週のみ。 

 

ニ
ュ
ー
ス
の
封
筒
詰
め
に
ご
協
力
下

さ
い
。
５
月
号
の
封
筒
詰
め
作
業
日
は

４
月
２４
日
（
水
）
の
午
前
中
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

広
報
委
員
会 

 
 月 火 水 木 金 土 

午 

前 

中村 
赤毛 

中村 
赤毛 

中村 
赤毛 

中村 
赤毛 

中村 
赤毛 休診 

午 
後 

赤毛 中村 赤毛 
 休診 

中村 

往
診 

中村 赤毛 中村 
 

 赤毛 
 

夜 
中村 休診 

 
中村 
赤毛 

休診 
 

赤毛  

 

予約外来・検査（医科） 

胃カメラ  第１・３土曜午前 

腹部エコー  第１・３・５火曜午前 

をはじめ   第２・第４ 木曜午前 

各種エコー  第１土曜午前 

栄養指導  第１・２・４・５金曜夜   

      第３土曜午前 

各種予防接種は随時実施  要予約 

 月 火 水 木 金 土 

午 

前 

 

河本 
内 

西田 
内 

河本 
内 

河本 
内 

池野 

内 

河本  内 

 
平松  内 

河本 
内 

倉田 
(1・3) 

河本 
(1・3) 

 

午 

後 

往診 往診 

 

 

往診 

 

予約外来 
神経内科(2・4) 
 

往診  

夜 
河本 
内 

上赤 
内 

冨岡 
内 

休診 河本 
内 

 

 

★あさくら診療所歯科４月～体制表 

診察は予約制です。時間はお問い合わせ

下さい。急患の場合はご連絡下さい.   

電話 ０７７４-４１-３３３５ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法律相談（予約制） 
（無料・1件３０分） 

●４月 1６日（火）午後 6 時～8時  
診療所２階会議室  

●京都南法律事務所の弁護士さんが
お聞きします。医療生協の組合員
とご家族が対象です。 

●受付は 1５日の午前中までです。 

ん
ま
に
疲
れ
た
。
あ
あ
し
ん

ど
。 

 

宇
治
市 
桑
村
久
美
さ
ん 

 

歯
科
の
平
田
先
生
２１
年
間

の
診
療
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
歯
も
ハ
グ
キ
も
悪
く

な
っ
て
た
５０
代
の
私
が
歯
医

者
さ
ん
を
探
し
て
い
た
時
、
あ

さ
く
ら
歯
科
が
で
き
て
、
良
い

先
生
が
来
ら
れ
た
と
聞
い
て

嬉
し
か
っ
た
の
が
昨
日
の
事

の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

診
察
室
に
飾
ら
れ
た
山
の
美

し
い
写
真
に
も
み
と
れ
癒
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
も
平
和
な
世

の
中
を
め
ざ
す
仲
間
と
し
て

共
に
生
き
て
い
き
た
い
で
す

ね
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

 

宇
治
市 

橋
田
安
子
さ
ん 

 

今
年
も
知
ら
ぬ
間
に
３
月

に
入
っ
て
い
ま
し
た
。
年
を
取

る
と
月
日
の
経
つ
の
が
余
計

に
早
く
感
じ
ま
す
。 

 

宇
治
市 

祐
谷
知
須
子
さ
ん 

 

台
風
は
テ
レ
ビ
や
新
聞
で

前
も
っ
て
大
変
な
ニ
ュ
ー
ス

と
し
て
知
ら
せ
て
も
ら
え
る

が
、
地
震
は
何
の
前
ぶ
れ
も
な

く
来
る
か
ら
怖
い
で
す
。
ど
う

い
つ
も
、
た
く
さ
ん
の

「
声
」
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

ま
す
。
２
０
０
字
以
内
で
10

日
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。 

（
広
報
委
員
会
） 

す
る
事
も
出
来
ま
せ
ん
。 

 

宇
治
市 

石
野
望
さ
ん 

 

自
民
党
の
裏
金
事
件
、
組
織

的
違
法
行
為
の
徹
底
究
明
を
。 

 

今
回
の
裏
金
事
件
は
、
自
民

党
の
組
織
的
な
違
法
行
為
で

す
。
真
相
の
究
明
は
全
く
進
ん

で
い
ま
せ
ん
。
誰
が
こ
の
様
な

こ
と
を
始
め
た
の
か
、
国
民
が

知
り
た
い
の
は
具
体
的
に
何

に
使
っ
た
の
か
?
明
ら
か
に

せ
よ
。「
不
明
」「
知
ら
な
い
」

で
は
済
ま
さ
れ
な
い
。
私
腹
を

肥
や
し
、
お
金
で
政
治
を
動
か

す
。
と
て
も
政
治
家
と
は
思
え

ま
せ
ん
。
企
業
・
団
体
の
パ
ー

テ
ィ
ー
券
購
入
は
団
体
ト
ッ

プ
や
会
社
役
員
の
ポ
ケ
ッ
ト

マ
ネ
ー
だ
け
で
は
な
く
、
労
働

者
が
一
生
懸
命
働
い
て
生
み

出
し
た
も
の
で
は
な
い
で
す

か
。
賃
金
向
上
や
設
備
投
資
に

使
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
で

す
か
。
金
権
腐
敗
根
絶
へ
自
民

党
政
治
を
終
わ
り
に
し
ま
し

ょ
う
。 

「
特
別
障
害
者
手
当
の
申
請
っ
て
、
私
も
で
き
ま
す
か
?
」 

組
合
員
さ
ん
か
ら
、「
城
陽
市
の

『
特
別
障
害
者
手
当
』
の
申
請
に

つ
い
て
知
ら
な
か
っ
た
。
そ
ん
な

制
度
が
あ
る
の
な
ら
、
私
も
該
当

す
る
か
も…

」
と
の
声
が
よ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
ニ
ュ

ー
ス
で
も
、
お
知
ら
せ
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。 

『
特
別
障
害
者
手
当
』
は
各
市

町
村
の
福
祉
課
な
ど
を
窓
口
に
申

請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
今
年

の
資
料
で
は
、
宇
治
市
で
月
２
万

７
３
５
０
円
、
城
陽
市
で
２
万
７

９
８
０
円
が
年
４
回
に
分
け
て
支

給
さ
れ
て
い
ま
す
。 

３
月
１
日
付
『
広
報
じ
ょ
う
よ

う
』
の
４
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
所
得
制
限
は
あ
り
ま

す
が
、
身
体
ま
た
は
精
神
の
重
度

の
障
害
が
２
つ
以
上
重
複
す
る
な

ど
に
よ
り
、
日
常
生
活
に
お
い
て

常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る

２０
歳
以
上
の
在
宅
の
重
度
障
が

い
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。
入
院
や

入
所
で
は
、
対
象
に
は
な
ら
な
い

よ
う
で
す
が
、
こ
の
制
度
を
知
ら

な
い
方
も
た
く
さ
ん
お
ら
れ
る
と

伺
い
ま
し
た
。 

こ
の
制
度
は
、
心
身
に
重
度
の

障
害
が
あ
り
、
常
時
介
護
が
必
要

な
方
、
複
数
の
重
度
の
障
害
が
あ
る

方
と
な
り
ま
す
。
寝
た
き
り
で
あ
っ

た
り
、
重
度
の
認
知
症
の
方
が
対
象

で
障
害
者
手
帳
の
所
持
は
問
わ
れ

ま
せ
ん
。 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
居

者
は
対
象
外
で
す
が
、
在
宅
だ
け
で

な
く
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
々
の
施

設
入
所
者
も
対
象
と
な
っ
て
い
ま

す
。 在

宅
で
介
護
を
さ
れ
て
い
る
家

庭
に
は
こ
の
手
当
も
経
済
的
支
援

に
つ
な
が
る
も
の
と
思
い
ま
す
。 

 

２３
年
は
宇
治
市
で
は
延
３
８
５

７
件
、
城
陽
市
で
は
１
５
８
９
件
を

支
給
さ
れ
て
い
る
と
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 
(

宇
治
市
で
は
令
和
２
年
か
ら
減

少
し
て
き
て
い
ま
す
。) 

 

制
度
が
あ
り
な
が
ら
も
、
対
象
の

方
に
情
報
が
届
か
ず
、
制
度
活
用
に

つ
な
が
ら
な
い
の
は
残
念
な
こ
と

で
す
。 

私
も
該
当
す
る
か
も
と
思
わ
れ

る
方
は
、
躊
躇
せ
ず
に
、
市
役
所
の

福
祉
課
な
ど
で
尋
ね
て
み
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
介
護
を
受
け
ら
れ
て
、

障
害
を
お
持
ち
の
方
の
ご
家
族
も
、

一
度
尋
ね
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。 

  

さぽーと ゆう・ゆう・ゆう(訪問介護) 
サービス提供責任者募集 

❑  介護福祉士・介護職員実務者研修資格 

❑ 自転車・バイク移動が可能な方 

❑ 週 3 日/１日８時間労働 

❑ 時間給 １２７０円～(交通費・定期昇給あり) 

❑ 0774-54-5055 所長 小野るい子まで 
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２０２４年度総代選出要綱 

１．総代定数並びに選挙区の確定 

 (1)総代の定数は 120 人とする。 

 (2)定数確定の基準は、各選挙区の 2024 年 2 月 10 日現在の組合員名簿登録組合員数とする。 

 (3)選挙区及び各選挙区の定数は次の通りとする。 

ブロック 選    挙    区 組合員数 定数 

宇  治 ① 西小倉 北小倉 南小倉 西大久保 平盛 １，３３０   ３１ 

② 莵道 莵道第二 神明 槙島 北槙島 小倉 伊勢田 大久保  

大開 

１，１７０   ２８ 

③ 宇治 三室戸 南部 岡屋 木幡 御蔵山 笠取 笠取第二 ４４４   １１ 

城  陽 ① 久世 久津川 古川 ４６１   １１ 

② 深谷 寺田 寺田南 寺田西 ５０５   １３ 

③ 今池 青谷 富野 ２０１     ５ 

久御山    久御山町 １３４     ３ 

府南部    八幡市 京田辺市 木津川市 綴喜郡 相楽郡 ３０８     ８ 

京都市その他    京都市 区域外の地域 ４０７   １０ 

                          合計 ４，９６０ １２０ 

２．総代選挙管理委員会について 

 (1)選挙管理委員に、柴田いずみ・福本悦子を指名する。 

 (2)総代選出の公告は、2024 年 3 月 25 日付で行う。 

 (3)立候補・推薦受付期間は、2024 年 4 月 15 日（月）から 5 月 10 日（金）午後 5 時までとす

る。 

３．総代選出方法について 

 (1)総代の選挙権、被選挙権は、2024 年 2 月 10 日現在の組合員名簿登録の組合員が有する。 

 (2)立候補届出用紙・推薦届出用紙は生協事務所におく。 

 (3)立候補者（推薦者を含む）が定数以内であれば全員当選者とする。 

 (4)定数を超える場合はその選挙区で選挙を行う。 

 (5)当選者が確定し次第、選挙管理委員長は当選人の氏名を理事会及び本人に速やかに通知す

る。 

 (6)選挙管理委員長は、当選人の氏名を公告する。 

４．総代会 

 (1)6 月 23 日（日）午後１時３０分からとする。（2024 年 2 月 17 日  第 416 回理事会） 
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健康体操教室のお知らせ 
日時４月２０日(土)  参加費１回５００円 

1 回目 午前 9 時 ～ 10 時３０分 

2 回目 午前 11 時～ 12 時３０分 

 講師：友久典子さん（理学療法士） 

会場 :あさくら診療所ホール 

＊動きやすい服装・タオル・水筒・上履き 

予約制です。あさくら診療所受付まで。 

 

園芸サークルのお知らせ 
毎月第３土曜午後１時～ 

診療所の中庭で、来院されたみなさんに、季節

のお花をご覧いただきたいと活動しています。 

お花の好きな方、ぜひお仲間になってくださ

い。ご自宅で育てておられる草花でたくさん増

えたからとおすそ分けしていただけるものがあ

れば大歓迎です。谷口まで 090-7766-3075 
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6 

～健康診断があなたの健康を守ります～ 
わたしたちが健康で長く生き続けるためには、病気の早期発見・早期治療がと

ても大事なことです。自覚症状がなくても年に 1度は健診を受けましょう。 

職場で健診を受ける機会がある方でも、年齢制限なしで組合員さんであれば誰で

も受けられます！！    組合員健診 3300 円(税込み) 

あ
さ
く
ら
組
合
員
健
診 

４
月
１
日
～
４
月
26
日
ま
で 

  
 

 
 

年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
電
話
に
て
予
約
下
さ
い
。 

組
合
員
健
診
内
容 

＊
医
師
に
よ
る
診
察
、
問
診 

＊
身
体
測
定
（
身
長
、
体
重
、
腹

囲
） 

＊
視
力
検
査
、
聴
力
検
査
、
血
圧

測
定 

＊
胸
部
X
線
検
査
（
レ
ン
ト
ゲ

ン
） 

＊
尿
検
査 

＊
心
電
図
検
査 

＊
血
液
検
査
（
肝
機
能
、
脂
質
、

腎
臓
、
膵
臓
、
痛
風
、
糖
尿
、

貧
血
） 

 

健
診
結
果 

 

・
健
診
日
よ
り
2
週
間
以
降
で

事
前
に
予
約
を
取
り
、
結
果
を
聞

き
に
ご
来
院
く
だ
さ
い
。 

 

担
当
医
師
よ
り
直
接
健
診
結
果

の
説
明
を
い
た
し
ま
す
。 

※
一
般
外
来
と
並
行
し
て
行
い
ま

す
の
で
、
ご
来
院
順
と
な
り
ま
す
。

混
み
あ
う
場
合
は
待
ち
時
間
が
か

な
り
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。   

注
：
組
合
員
健
診
結
果
に
よ
る
、

診
断
書
等
の
作
成
は
で
き
ま
せ

ん
。 

 

オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
（
税
込
） 

①
腹
部
エ
コ
ー  

 

３
３
０
０
円 

 
 

②
検
便
（
便
潜
血
）
１
回
法 

         
  

１
１
０
０
円 

 
 
 

③
検
便
（
便
潜
血
）
２
回
法 

 
 
 
 
 
   

 

１
６
５
０
円 

 
 

④
Ｐ
Ｓ
Ａ
（
前
立
腺
ガ
ン
） 

   
 
 

     
 

１
６
５
０
円 

⑤
肝
炎
ウ
イ
ル
ス  

２
７
８
３
円 

 
 
 
 
 
 

⑥
ペ
プ
シ
ノ
ー
ゲ
ン
２
２
０
０
円 

 
 
 
 

⑦
ピ
ロ
リ
抗
体 

   

２
２
０
０
円 

 
 
 
 
 
 
 

⑧
甲
状
腺
検
査 

   

４
４
０
０
円 

 

⑨
骨
密
度
測
定 

   

２
２
０
０
円 

 
 
 
 
 
 
 

※
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
の
詳
細
は 

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 
 

 

 

 

第
95
回
山
宣
墓
前
祭 

 

３
月
５
日 

１
８
０
人
が
集
う 

戦
争
は
最
大
・
最
悪
の
暴
力
で
あ
り
、
人
権
侵
害
で
あ
る
。 

山
宣(

や
ま
せ
ん)

の
愛
称

で
知
ら
れ
治
安
維
持
法
に
反

対
し
て
暗
殺
さ
れ
た
宇
治
ゆ

か
り
の
政
治
家
、
旧
労
農
党
の

代
議
士 

山
本
宣
治
（1

8
8

9

～1
9

2
9

年
）
の
命
日
の
３
月

５
日
に
山
宣
の
お
墓
の
あ
る

宇
治
市
善
法
墓
地
で
第
95
回

山
宣
墓
前
祭
が
冷
た
い
雨
の

中
開
か
れ
１
８
０
人
が
参
加

し
、
故
人
を
偲
び
自
由
と
民
主

主
義
を
掲
げ
て
戦
っ
た
故
人

の
意
志
を
継
ぐ
こ
と
を
誓
い

ま
し
た
。 

黙
と
う
と
山
宣
追
悼
歌
で

墓
前
祭
が
幕
開
け
し
ま
し
た
。

山
宣
祭
実
行
委
員
会
委
員
長

の
献
花
・
挨
拶
で
始
ま
り
５
団

体
が
追
悼
の
言
葉
を
さ
さ
げ

ま
し
た
。 

実
行
委
員
長
は
挨
拶
の
初

め
に
、
１
月
の
「
能
登
半
島
地

震
」
で
被
災
さ
れ
た
方
々
に
哀

悼
と
お
見
舞
い
の
言
葉
を
述

べ
、
２
月
に
実
施
さ
れ
た
京
都

市
長
選
挙
で
の
福
山
和
人
さ

ん
の
奮
闘
を
紹
介
、
最
後
に
山

宣
の
遺
志
を
受
け
継
ぎ
、
平
和

と
命
、
暮
ら
し
守
る
政
治
実
現

に
力
を
合
わ
せ
頑
張
ろ
う
、
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。 

や
ま
し
ろ
健
康
医
療
生
協
の

堂
本
吉
次
専
務
理
事
が
参
加
者

を
代
表
し
て
「
墓
前
の
誓
い
」
を

述
べ
、
参
加
者
で
確
認
を
し
ま

し
た
。 

午
後
か
ら
は
、「
山
宣
と
民
医

連
」
と
題
し
た
講
演
が
あ
り
、
山

宣
の
暗
殺
後
に
民
医
連
の
前
身

「
無
産
者
診
療
所
」
が
設
立
さ

れ
、
今
で
は
全
国
で
医
療
・
介

護
・
福
祉
の
取
組
を
進
め
て
い

る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 
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声 

 

宇
治
市 

布
川
庸
子
さ
ん 

 

政
倫
審
で
ど
こ
ま
で
真
実
が

明
ら
か
に
な
る
の
か
注
目
し
て

い
ま
す
。
よ
く
も
何
年
も
こ
ん
な

事
を
続
け
て
い
た
も
の
で
す
ね
。

政
治
家
と
い
う
の
は
国
民
が
平

和
に
暮
ら
せ
る
世
の
中
を
目
指

す
の
が
一
番
の
役
目
な
の
に
、
私

服
を
こ
や
す
こ
と
に
一
生
懸
命

で
は
倫
理
的
に
お
か
し
い
で
す
。

こ
の
際
し
っ
か
り
明
ら
か
に
し
、

本
当
の
政
治
を
し
て
欲
し
い
で

す
。 

 

宇
治
市 

森
川
和
子
さ
ん 

 

三
月
の
「
高
齢
者
の
低
栄
養
の

話
」
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

高
齢
一
人
暮
ら
し
の
私
、
食
事
に

気
を
つ
け
ま
す
。 

 

宇
治
市 

山
根
ま
す
お
さ
ん 

 

毎
日
裏
金
、
キ
ッ
ク
バ
ッ
ク
言

わ
れ
、
い
つ
ま
で
嘘
の
上
塗
す
る

ん
。
お
人
さ
ん
の
せ
い
に
せ
ん
と

辞
め
た
ら
ど
う
で
す
ん
や
。
も
し

我
が
家
族
や
っ
た
ら
、
表
を
一
人

で
歩
け
ん
言
わ
れ
、
大
変
な
こ
と

に
な
り
ま
す
わ
。
悪
い
事
し
た
ら

も
地
域
で
み
ん
な
を
支
え
、
見

守
っ
て
く
だ
さ
い
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

久
御
山
町 

中
村
都
子
さ
ん 

 

コ
ロ
ナ
で
文
化
祭
で
の
発
表

が
な
く
な
っ
た
太
極
拳
。 

今
年
は
４
月
に
２
週
連
続
で
の

公
演
依
頼
が
！
！
い
つ
も
の
演

目
に
扇
を
加
え
る
の
で
か
な
り

楽
し
み
。
扇
が
一
斉
に
振
り
下

ろ
さ
れ
る
と
き
の
「
バ
シ
ッ
」
と

い
う
音
が
素
敵
。
で
も
揃
わ
な

い
と
最
悪
。
頑
張
っ
て
練
習
を

す
る
の
み
だ
。 

 
 

 

 

城
陽
市 

大
畑
輝
子
さ
ん 

 

せ
め
て
ク
イ
ズ
で
も
と
思
い

な
が
ら
、
出
す
の
を
忘
れ
て
し

ま
う
。
今
年
は
正
月
早
々
に
ガ

ツ
ン
と
き
た
が
、
早
３
月
。
気
温

変
化
が
著
し
く
て
十
年
余
振
り

に
風
邪
を
ひ
い
た
。
加
齢
で
す

と
言
わ
れ
る
と
腹
も
た
つ
の

に
、
咳
と
痰
に
悩
ま
さ
れ
、
や
は

り
加
齢
か
と
納
得
。
何
事
も
受

け
止
め
て
気
を
つ
け
て
い
く
こ

と
だ
と
思
う
。 

 

城
陽
市 

稲
富
喜
美
子
さ
ん 

 

３
月
に
入
っ
て
か
ら
寒
さ
が

戻
り
、
老
年
（
８２
歳
）
に
な
り

体
力
的
に
こ
た
え
ま
す
ね
。
一

日
も
早
く
暖
か
い
日
が
続
い
て

く
れ
る
こ
と
を
思
う
。
今
日
こ

の
頃
で
す
が
！！ 

 

木
津
川
市 

中
野
や
す
こ
さ
ん 

 

「
私
達
は
憲
法
に
守
ら
れ
て

い
る
の
よ
。」
と
５
月
３
日
に
は

憲
法
手
帳
の
読
み
合
わ
せ
を
子

供
や
孫
達
と
し
て
居
り
ま
し
た

が
、
最
近
の
社
会
情
勢
を
考
え

る
時
、「
憲
法
」
と
は
お
役
人
に

守
ら
せ
る
た
め
に
私
達
国
民
が

見
守
っ
て
行
く
も
の
に
な
っ
て

来
た
と
思
い
ま
す
。「
私
は
花
田

と
の
名
に
な
っ
て
居
り
ま
す

が
、
本
当
の
名
前
は
（
金
○
○
）

で
す
」「
祝
園
弾
薬
庫
」
で
働
い

て
居
ら
れ
た
体
験
や
天
理
柳
本

飛
行
場
に
居
ら
れ
た
方
の
お
話

も
聞
き
ま
し
た
。
語
り
続
け
て

い
ま
す
。 

 

城
陽
市 

今
西
静
生
さ
ん 

 

今
年
も
２
月
上
旬
に
確
定
申

告
し
ま
し
た
。
還
付
申
告
の
場

合
は
２
月
１
日
で
も
出
来
る
ん

で
す
よ
。
昨
年
に
知
り
ま
し
た
。

医
療
と
か
も
我
が
家
で
年
２０
万

円
も
か
か
っ
て
い
る
の
で
毎
年

申
告
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
し

て
も
自
民
党
の
裏
金
づ
く
り
に

は
腹
が
た
ち
ま
す
。
お
き
ゅ
う

を
す
え
て
や
り
た
い
も
の
で

す
。 

 

宇
治
市 

木
下
節
子
さ
ん 

 

 

た
ん
ぽ
ぽ
や 

青
色
申
告 

だ
し
に
い
く 

 

き
ら
き
ら
と 

春
の
光
り
や 

里
の
屋
根 

 

 

春
の
夜
や 

母
の
声
な
き 

夢
に
覚
め 

 

 

胸
は
ず
む 

楽
譜
や
春
の 

音
楽
室 

３
月
号
の
声
の
訂
正
で
す
。 

た
ん
ぽ
ぽ
や 

花
赤
白
の 

杖

の
先 

 

※
盲
ろ
う
者
の
方
の
杖
で
す
※ 

 

宇
治
市 

宮
崎
久
美
子
さ
ん 

 

自
民
党
の
政
治
家
の
裏
金
の

ニ
ュ
ー
ス
で
立
腹
し
た
人
が
確

定
申
告
に
来
て
税
務
所
で
怒
鳴

っ
て
い
る…

。
気
持
ち
は
と
て

も
よ
く
わ
か
る
。
で
も
所
員
さ

ん
か
わ
い
そ
う
な
気
が
し
ま

す
。
悪
い
の
は
・
・
・
。 

 

宇
治
市 

滝
林
康
子
さ
ん 

 

わ
て
ほ
ん
ま
に
よ
う
言
う
け

ど
、
あ
ほ
か
い
な
。
携
帯
・
ス
マ

ホ
・
通
信
・
受
信
、
そ
の
後
Ｆ
Ａ

Ｘ
。
記
録
紙
確
認
の
ト
ラ
ブ
ル

か
、
操
作
す
る
が
ダ
メ
。
説
明
書

読
ん
で
や
っ
と
解
決
。
こ
れ
か

ら
も
操
作
ミ
ス
続
く
?
わ
て
ほ

声 

明
ら
か
に
し
て
、
身
の
回
り
を

き
れ
い
に
。
納
税
し
な
は
れ
。
又

つ
ぎ
か
ら
つ
ぎ
と
税
金
の
無
駄

遣
い
を
し
ま
す
な
あ
。
万
博
ト

イ
レ
一
ヶ
所
に
２
億
円
、
な
に

を
考
え
て
ま
す
ん
や
。
能
登
被

災
地
で
は
簡
易
ト
イ
レ
も
足
り

ん
そ
う
な
。
涙
が
出
る
わ
。
又
今

私
も
利
用
し
て
い
る
訪
問
介
護

制
度
を
見
直
す
ん
や
っ
て
。
も

う
お
こ
る
で
。 

 
宇
治
市 

狭
間
良
子
さ
ん 

 

最
近
テ
レ
ビ
が
こ
わ
れ
て
音

だ
け
で
画
面
が
出
ま
せ
ん
。
そ

れ
で
音
楽
を
聞
い
て
い
る
と
そ

れ
は
そ
れ
で
と
っ
て
も
ゆ
っ
く

り
し
た
時
間
が
流
れ
て
い
ま

す
。 

 

宇
治
市 

湯
口
典
子
さ
ん 

 

平
田
高
士
先
生 

あ
さ
く
ら

歯
科
が
開
設
さ
れ
た
時
か
ら
、

先
生
の
診
療
を
受
け
て
き
ま
し

た
。
歯
周
病
に
つ
い
て
、
歯
み
が

き
方
法
に
つ
い
て
、
ハ
ブ
ラ
シ

の
選
び
方
、
ポ
イ
ン
ト
ブ
ラ
シ
、

歯
間
ブ
ラ
シ
の
使
い
方
な
ど
を

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

歳
に
な
り
ま
し
た
が
、
８
０
２

０
で
生
活
し
て
い
る
の
は
、
こ

れ
ま
で
の
ご
指
導
の
賜
物
と
思

っ
て
い
ま
す
。
先
生
こ
れ
か
ら



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わ
た
し
の
ひ
と
こ
と 

 

理
事 

能
塚
耐
子 

 

子
ど
も
た
ち
の
テ
ス
ト
漬
け
を
変
え
よ
う 

 
 

命
を
守
る 

～
防
災
訓
練
は
何
の
た

め
？
～ 
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私
は
５０
年
近
く
保
育
の
経
営

と
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
見
て

き
ま
し
た
。
今
年
２
月
１４
日
の

国
会
質
疑
で
日
本
共
産
党
の
山

添
拓
議
員
が
「
若
者
の
教
育
支

援
」
を
テ
ー
マ
に
参
考
人
質
疑

を
さ
れ
ま
し
た
。「
特
別
支
援
学

校
、
学
級
に
通
う
子
た
ち
が
増

え
た
の
に
学
校
も
学
級
も
増
え

て
い
ま
せ
ん
。
２
０
２
２
年
に

設
置
基
準
が
見
直
さ
れ
ま
し
た

が
十
分
改
善
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
」
と
質
問
さ
れ
ま
し
た
。 

 

参
考
人
の
東
京
大
学
小
国
教

授
は
保
護
者
が
特
別
支
援
学
校

を
選
ば
ざ
る
え
な
い
現
状
を
指

摘
し
ま
し
た
。「
全
国
学
力
テ
ス

ト
の
点
数
を
上
げ
る
た
め
に
の

テ
ス
ト
漬
け
、
教
員
不
足
、
教
員

の
長
時
間
労
働
、
管
理
競
争
教

育
が
い
ま
の
子
ど
も
た
ち
を
悲

惨
な
立
場
に
追
い
や
ら
れ
て
い

る
」
と
。 

２
月
１６
日
、
政
府
は
年
々
減

少
す
る
少
子
化
対
策
の
強
化
に

む
け
た
関
連
法
改
定
案
を
決
定

し
ま
し
た
。
児
童
手
当
の
拡
充

「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」

前
回
は
自
分
ら
し
さ
に

つ
い
て
、
自
分
の
好
き
を
大

切
に
し
て
い
き
た
い
、
そ
ん

な
お
話
を
し
ま
し
た
。
今
回

は
感
情
に
つ
い
て
の
お
話

で
す
。
性
教
育
と
感
情
の
関

係
に
つ
い
て
思
う
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
性
教
育
は
人

権
教
育
で
あ
る
こ
と
も
以

前
お
話
し
し
ま
し
た
が
、
そ

の
中
で
も
、
感
情
に
つ
い
て

の
学
び
も
課
題
の
中
で
出

て
き
ま
す
。
感
情
と
言
っ
て

も
様
々
な
も
の
が
あ
り
ま

す
が
、
今
回
は
「
怒
り
」
に

つ
い
て
の
お
話
で
す
。
最

近
、
ど
ん
な
こ
と
で
怒
り
ま

し
た
か
？
誰
か
に
イ
ラ
イ

ラ
し
て
大
爆
発
し
た
、
大
爆

発
ま
で
は
し
な
か
っ
た
け

ど
、
ム
カ
ム
カ
し
て
ど
う
し

よ
う
も
な
く
誰
か
に
聞
い

て
も
ら
っ
た
、
こ
の
怒
り
の

感
情
は
、
自
分
の
中
で
抑
え

た
り
、
誰
か
に
ぶ
つ
け
た
り

す
る
こ
と
は
、
自
分
に
も
相

手
に
も
良
い
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
よ
ね
。
怒
り
に
つ
い

て
知
っ
て
お
く
と
自
分
も
相

手
も
大
切
に
で
き
る
手
立
て

に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

怒
り
は
、「
二
次
感
情
」
で

す
。
す
ぐ
に
出
て
く
る
感
情

の
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
実

は
怒
り
の
下
に
は
「
一
次
感

情
」
が
隠
れ
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
夜
ご
飯
を
一
生
懸
命
作

っ
て
パ
ー
ト
ナ
ー
の
帰
宅
を

待
っ
て
い
て
、
連
絡
も
な
く
、

夜
中
に
帰
宅
し
た
パ
ー
ト
ナ

ー
に
、
ど
ん
な
言
葉
を
か
け

ま
す
か
？
「
今
ま
で
何
や
っ

て
た
の
！
連
絡
く
ら
い
し
て

よ
！
」
と
怒
り
を
相
手
に
ぶ

つ
け
て
し
ま
い
そ
う
で
す
。

こ
の
時
、
怒
り
が
す
ぐ
に
湧

い
て
き
た
よ
う
に
感
じ
ま
す

Satoko の 

性と生の 
おはなし 

第７話 

 

絵
手
紙
サ
ー
ク
ル 

４
月
１８
日(

木) 
 

午
前
10
時
か
ら 

・
申
し
込
み
江
黒
さ
ん
ま
で 

（
０
９
０
・
２
０
１
４
・ 

０
３
２
６
） 

-     

が
、
一
次
感
情
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
？
最
初
は
、
心
配
し
て
、

事
故
で
も
あ
っ
た
の
か
な
、
ど

う
し
た
の
か
と
心
配
し
た
り
、

寂
し
さ
を
感
じ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
？
も
ち
ろ
ん
、

そ
の
人
の
感
じ
る
一
次
感
情

な
の
で
、
本
人
の
中
に
し
か
答

え
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
最
初
に

感
じ
た
不
安
や
寂
し
さ
、
落
胆

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
一
次
感
情

が
あ
り
、
二
次
感
情
と
し
て
怒

り
を
使
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ

の
自
分
の
一
次
感
情
に
目
を

向
け
、
自
分
自
身
の
そ
の
感
情

に
寄
り
添
う
こ
と
が
、
自
分
自

身
を
大
切
に
す
る
こ
と
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の

一
次
感
情
と
し
て
ア
イ
メ
ッ

セ
ー
ジ
（
私
は
〜
〜
と
感
じ

る
、
思
っ
た
）
な
ど
、
相
手
に

私
を
主
語
に
し
た
形
で
伝
え

て
み
た
り
、
怒
り
が
起
き
た

時
、
私
の
そ
の
下
に
あ
る
気
持

ち
は
ど
ん
な
気
持
ち
だ
ろ
う

と
、
自
分
自
身
の
一
次
感
情
に

目
を
向
け
る
こ
と
、
や
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
ね 

で
す
。
そ
の
財
源
は
公
的
医
療

保
険
に
上
乗
せ
し
て
国
民
や

支
援
金
を
徴
収
す
る
も
の
で

す
。
国
民
へ
の
負
担
増
も
必
死

で
す
。
２
０
２
６
年
度
か
ら
毎

年
支
援
金
を
３
０
０
円
か
ら

５
０
０
円
の
負
担
増
を
行
い

ま
す
。
政
府
は
能
力
に
応
じ
て

全
世
代
が
支
え
あ
う
社
会
保

障
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
富
裕

層
や
優
遇
税
制
や
大
企
業
の

内
部
留
保
の
活
用
に
は
手
を

付
け
ま
せ
ん
。
児
童
手
当
は
ド

イ
ツ
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は

全
額
国
庫
負
担
、
児
童
手
当
も

所
得
制
限
な
し
で
支
給
で
す
。

日
本
の
少
子
化
は
ま
す
ま
す

進
ん
で
い
き
ま
す
。 

し
っ
か
り
と
政
治
の
動
き

を
見
つ
め
日
本
の
福
祉
と
子

ど
も
た
ち
を
守
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。 
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血
圧
と
は
、
心
臓
か
ら
全

身
に
送
り
出
さ
れ
る
血
液
が

血
管
を
押
す
力
で
す
。
高
血

圧
が
続
く
と
血
管
に
負
担
が

か
か
り
、
動
脈
硬
化
を
引
き

起
こ
し
ま
す
。
動
脈
硬
化
は

心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
な
ど
の

原
因
に
な
り
ま
す
。
高
血
圧

の
治
療
目
的
は
こ
れ
ら
の
合

併
症
予
防
で
す
。
高
血
圧
の

原
因
と
し
て
、
食
塩
の
過
剰

摂
取
、
肥
満
、
喫
煙
、
過
度
の

飲
酒
、
加
齢
、
遺
伝
、
寒
さ
・

気
候
の
変
化
、
ス
ト
レ
ス
・
緊

張
が
あ
り
ま
す
。
高
血
圧
予

防
に
は
生
活
習
慣
の
改
善
が

大
切
で
す
。
食
事
で
は
、
塩
分

を
減
ら
す
だ
け
で
な
く
、
良

質
な
タ
ン
パ
ク
質
や
ミ
ネ
ラ

ル
の
摂
取
な
ど
バ
ラ
ン
ス
の

良
い
食
事
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。
運
動
で
は
、
自
宅
や
職
場

周
辺
で
歩
い
た
り
、
自
転
車

に
乗
っ
た
り
す
る
な
ど
、
継

続
で
き
る
、
習
慣
に
で
き
る

運
動
を
し
ま
し
ょ
う
。
カ
ラ

オ
ケ
な
ど
健
全
な
ス
ト
レ
ス

解
消
や
十
分
な
睡
眠
、
規
則

正
し
い
生
活
な
ど
が
重
要
で

す
。
自
宅
で
の
血
圧
測
定
は

上
腕
で
測
る
機
械
を
使
い
、

起
床
後
一
定
の
時
間
に
測
り

ま
す
。
薬
の
調
節
な
ど
は
自

己
判
断
せ
ず
、
い
つ
で
も
気

軽
に
診
療
所
に
相
談
し
ま
し

ょ
う
。 

野山を歩こう会４月例会ご案内 
●行き先：大津市 長等山・皇子が丘公園  

●日時４月６日(土)  費用：交通費 440 円  

●集合：JR 京都駅 ２階西改札口 ９時００分 

●持ち物：弁当・水筒・行動食・雨具・ストック

     運動靴は不向きです。 

●検温・体調管理・マスクの着用を徹底します。 

●申込 尊田 22-8657 池本 43-2604 まで 

医
療
費
の
一
部
負
担
金
免
除
の
各
種
制
度
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。 

 

 
 
 
 
 

ご
相
談
は
診
療
所
ま
で
。 
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あ
さ
く
ら
診
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所
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これだけは 
知っておこう 
№30２ 
高血圧症 

所長 河本一成 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

１
．
障
害
者
手
帳
１
級
又
は

２
級
の
人
は
医
療
費
の
一
部
負

担
金
が
免
除
に
な
り
ま
す
。
但

し
、
所
得
制
限
が
あ
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。 

複
数
の
障
害
が
あ
る
場
合
は
、

あ
わ
せ
て
認
定
し
ま
す
。
又
、
加

齢
に
伴
う
場
合
も
認
定
基
準
に

合
え
ば
対
象
と
な
り
ま
す
。 

①
身
体
障
害
者
手
帳
取
得
で
使

え
る
も
の
（
３
級
以
降
も
含
む
） 

・
公
共
交
通
機
関
や
タ
ク
シ
ー

の
運
賃
割
引 

・
公
共
料
金
や
所
得
税
・
住
民
税

や
自
動
車
税
な
ど
の
減
免
。 

②
特
別
障
害
者
手
当
て 

・
20
歳
以
上
で
、
日
常
生
活
に

お
い
て
常
時
特
別
の
介
護
を
必

要
と
す
る
人
は
国
の
制
度
分 

（
月
２
７
，
３
５
０
円
）
が
受
け

ら
れ
ま
す
。
在
宅
が
条
件
で
す

が
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
サ
ー
ビ

ス
付
き
高
齢
者
住
宅
、
有
料
老
人

ホ
ー
ム
入
所
者
も
対
象
と
な
り

ま
す
。
都
道
府
県
分
と
市
町
村
独

自
加
算
が
あ
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
お
住
ま
い
の
市
町
村
役
場
へ

問
い
合
わ
せ
て
下
さ
い
。 

③
障
害
年
金 

・
重
度
の
後
遺
症
を
有
す
る
場

合
、
初
診
日
が
65
歳
未
満
も
し

く
は
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
の

被
保
険
者
期
間
中
で
、
保
険
料

の
納
付
要
件
を
満
た
し
て
い

て
障
害
認
定
日
に
障
害
の
状

態
に
該
当
し
て
い
る
こ
と
、
国

民
年
金
の
人
は
市
町
村
役
場
、

厚
生
年
金
の
人
は
年
金
事
務

所
に
相
談
し
て
下
さ
い
。
＊
う

つ
病
、
発
達
障
害
な
ど
の
精
神

の
障
害
、
脳
梗
塞
・
脳
出
血
発

症
後
の
後
遺
症
、
心
臓
、
腎
臓

疾
患
、
が
ん
、
リ
ウ
マ
チ
、
パ

ー
キ
ン
ソ
ン
病
な
ど
難
病
も

対

象

と

な

る

可

能

性

が 
 
 

あ
り
ま
す
。 

２
．
一
部
負
担
金
の
減
免
・
免

除
制
度 

・
災
害
や
失
業
、
事
業
の
廃
止
、

所
得
減
少
な
ど
国
保
の
一
部

負
担
金
の
支
払
い
が
困
っ
た

場
合
、
減
免
・
免
除
の
制
度
が

あ
り
ま
す
。（
国
保
法
第
44
条
） 

３
．
そ
の
他
の
制
度 

①
葬
祭
費
の
支
給
：
被
保
険
者

が
死
亡
し
た
場
合
、
遺
族
に
埋

葬
費
が
支
給
さ
れ
ま
す
。 

健
康
保
険
の
場
合
は
５
万

円
、
国
保
の
場
合
は
自
治
体
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。 

②
退
職
後
の
傷
病
手
当
金
：
傷

病
手
当
金
を
受
け
始
め
た
後

に
、
会
社
を
退
職
し
て
、
国
保
に

変
わ
っ
て
も
最
大
１
年
半
の
期

間
が
経
過
し
て
な
け
れ
ば
継
続

し
て
受
け
ら
れ
ま
す
。
申
請
先

は
、
働
い
て
い
た
時
の
健
康
保

険
に
し
ま
す
。 

＊
傷
病
手
当
金
は
標
準
報
酬
の

２
／
３
に
相
当
す
る
額
で
、
最

大
１
年
半
の
間
受
け
ら
れ
ま

す
。 

③
ひ
と
り
暮
ら
し
・
寝
た
き
り

の
高
齢
者
に
火
災
警
報
器
、
自

動
消
火
器
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の

高
齢
者
に
電
磁
調
理
器
、
緊
急

通
報
シ
ス
テ
ム
の
貸
与
が
あ
り

ま
す
。
所
得
に
よ
っ
て
負
担
金

が
発
生
し
ま
す
。 

申
請
は
、
市
町
村
役
場
か
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
い
る
人
は
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
ま
で
。 

 


